
船舶事故調査報告書 

令和８年９月２日 

運輸安全委員会（海事専門部会）議決 

事故種類 衝突（岩） 

発生日時 令和７年１２月１８日 ０５時００分頃 

発生場所 山口県萩市須佐
す さ

港 

 須佐港西防波堤灯台から真方位３１１°７５０ｍ付近 

 （概位 北緯３４°３７.７′ 東経１３１°３５.５′） 

事故の概要  漁船米
よね

丸は、航行中、岩に衝突した。 

事故調査の経過 令和８年１月１３日、主管調査官（門司事務所）を指名 

原因関係者から意見聴取手続実施済 

事実情報 

 船種船名、総トン数 

 船舶番号、船舶所有者等 

 

漁船 米丸、４.４トン 

 ＹＧ３－５２９３５（漁船登録番号）、個人所有 

 乗組員等に関する情報 船長、一級小型・特殊・特定 

 負傷者 軽傷 １人（船長） 

 損傷 船首部外板に亀裂を伴う擦過傷 

 気象・海象 気象：天気 霧、風 なし、視界 不良 

海象：海上 平穏、潮汐 低潮時 

 山口県北部には、１７日２１時３２分に濃霧注意報が発表され、本

事故時も継続中であった。 

日出時刻：０７時１５分 

 事故の経過  本船は、船長ほか１人が乗り組んで出航し、萩市平島南方沖の生け

簀
す

で餌を積み込んだ後、同市見島東方沖の漁場に向かった。 

 船長は、海面上に発生した霧で視界不良の中、レーダー及びＧＰＳ

プロッターを作動させ、船尾甲板に立って操舵室出入口付近の舵輪を

操作し、本船を南西進させていた。 

 当時、須佐港には、海面付近に霧が発生し、平島や萩市弁天島付近

では視界が１００～２００ｍ程度であったが、灯高５２ｍの須佐港天

神島灯台（以下「本件灯台」という。）の灯火は、霧の影響が少な

く、平島付近から視認可能であった。 

 船長は、その後、右舷方に見えた本件灯台の灯火を目標として、本

船を約５ノットの対地速力で西北西進させた。 

 船長は、ふだん、弁天島の南方から南西方にかけて、プレジャー

ボート等の小型船が漂泊していることが多いので、同小型船を避けな

がら本船を航行させた後、レーダーで西方の黒岩鼻を確認しつつ、本

船は、同鼻を５０ｍ以上離して通過した後、北西進して漁場に向かっ

ていた。 

 船長は、本船が西北西進を始めた時に０.７５海里レンジ、ヘッド

アップ表示としたレーダー画面を見て、進行方向に小型船がいないこ



とを確認した。その後、自船の周囲にレーダーに映っていない小型船

がいないか、目視で小型船の灯火に注意しながら本船を西北西進させ

続けていたところ、衝撃を受けて本船の船首部が黒岩鼻の岩に衝突し

たことに気付いた。 

（図１ 参照） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図１ 事故発生経過概略図 

 

 船長は、本事故発生時に操舵室の構造物で顔等を打って負傷し、本

船が自力で帰港後、１１９番通報した。 

 船長は、救急車で病院に搬送され、顔面及び胸部打撲等と診断され

た。 

分析 (1) 船長は、ふだん弁天島の南方から南西方にかけて本船を西北西

進させる際、漂泊している小型船を避けた後、レーダーで黒岩鼻

を確認しながら同鼻を離して本船を航行させていたことから、ふ

だんどおり弁天島南西方を通過する頃にレーダー監視を行えば黒

岩鼻との接近状況に気付くと思い、本船を黒岩鼻に接近する進路

で航行させたものと考えられる。 

(2) 船長は、本船が西北西進を開始した後、霧で視界が悪い中、目

視でレーダーに映っていない小型船の灯火を発見することに注力

していたことから、レーダー及びＧＰＳプロッターで黒岩鼻との

距離を確認する時機を逸したものと考えられる。 
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(3) (1)及び(2)から、本船は、西北西進中、船長が黒岩鼻に接近し

ていることに気付かず、同鼻の岩に衝突したものと考えられる。 

原因  本事故は、夜間、霧で視界不良の状況下、本船が西北西進中、船長

が、目視でレーダーに映っていない小型船の灯火を発見することに注

力し、レーダー及びＧＰＳプロッターを確認しなかったため、黒岩鼻

に接近していることに気付かず、本船が同鼻の岩に衝突したものと考

えられる。 

再発防止策  今後の同種事故等の再発防止に役立つ事項として、次のことが考え

られる。 

・小型船舶の船長は、夜間や視界不良時、目視のみに頼ることな

く、レーダー及びＧＰＳプロッターを活用して陸岸から安全な距

離を確保して航行すること。 

 


